
令和５年１１月１日
不正防止推進委員会

コンプライアンス教育 啓発活動

研究費等の運営・管理に関わる全ての構成員 全ての構成員

研究費等の管理に伴う責任及び使用ルール、
不正防止対策に関する方針、自らのどのよう
な行為が不正に当たるのかなどを理解するこ
と

不正を起こさせない組織風土を形成するため
に、不正防止に向けた意識の向上と浸透を図
ること

責
任
者
向
け

１）コンプライアンス研修・研究倫理研修を実施
（e-Learning）【３年に１度】

１）拡大役員会において、不正防止計画等の
審議・報告【年１回】

２）拡大役員会において、不正防止計画等の
報告【年１回】

３）内部監査結果の報告【年１回】

研
究
者
向
け

１）研究費等の運営・管理に関する研修を実施
【採用時】

２）コンプライアンス研修・研究倫理研修を実施
（e-Learning）【採用時及び３年に１度】

職
員
向
け

１）研究費等の運営・管理に関する研修を実施
【採用時】

学
生
向
け

１）学部１回生の必修授業内で説明

２）新４回生の在学生オリエンテーション内で説
明

３）大学院１回生に対してコンプライアンス研
修・研究倫理研修を実施（e-Learning）

１）「京都教育大学研究者行動規範」を配布
【新入生オリエンテーション】

２）謝金業務に従事する学生に対して、
業務実施前に謝金業務のルールや注意点を
説明【随時】

３）旅費の支給を受ける学生に対して、旅費制
度のルールに関する説明【随時】

１）啓発活動に係るポスターを学内掲示、教授
会・メール等で周知【年２回以上】

２）「京都教育大学研究者行動規範」をHPに掲
載【随時】

３） 「公的研究費の不正使用・研究活動の不正
防止ハンドブック」「大学教員経費の使用の手
引き」等を学内HPに掲載【随時】

京都教育大学における研究費等の運営・管理に関する
コンプライアンス教育及び啓発活動実施計画

区分

Ⅰ．対象

Ⅱ．目的

Ⅲ．
実施
内容、
方法、
頻度

　京都教育大学（以下「本学」という。）では、国立大学法人京都教育大学における公的研究費の適正な取扱い
に関する規程第６条２項二号に基づき、以下のとおりコンプライアンス教育及び啓発活動を実施するものとする。



第１四半期
（４～６月）

第２四半期
（７～９月）

第３四半期
（１０～１２月）

第４四半期
（１～３月）

【拡大役員会】
◆当該年度の競争的研究費等の採択状況
◆前年度監事監査、内部監査結果

【拡大役員会】
◆コンプライアンス教育、啓発活動実施状
況
◆監事監査、内部監査計画

【拡大役員会】
◆コンプライアンス教育・啓発活動実施状
況

【拡大役員会】
◆コンプライアンス教育、啓発活動結果

●新着任者：採用時研修会（対面） ◆ポスター等啓発資料の周知（教授会・
メール）

◆ポスター等啓発資料の周知（メール） ◆ポスター等啓発資料の周知（教授会・
メール）

◆不正防止計画、使用ルール等説明 ◆ポスター等啓発資料の周知（メール）
●科研費奨励研究応募者、教育研究改革・
改善プロジェクト経費研究分担者：コンプ
ライアンス研修・研究倫理研修（eL
CoRE）

◆ポスター等啓発資料の周知（メール） ●教育研究改革・改善プロジェクト経費応
募代表者：コンプライアンス研修・研究倫
理研修（eL CoRE）

●新着任者：採用時研修会（対面）
◆不正防止計画、使用ルール説明

◆ポスター等啓発資料の周知（メール） ◆ポスター等啓発資料の周知（メール） ◆ポスター等啓発資料の周知（メール）

大学院生

◆M1：研究者行動規範の配付（新入生オ
リエンテーション）

●M1：コンプライアンス研修・研究倫理
研修（eL CoRE）

学部生

◆１回生：研究者行動規範の配付（新入生
オリエンテーション）
●１回生：必修授業内での受講
（KYOKYOスタートアップセミナー）

●新４回生：研究倫理研修（在学生オリエ
ンテーション）

専攻科生

◆研究者行動規範の配付（新入生オリエン
テーション）

　　●：コンプライアンス研修

　　◆：啓発活動

附属学校園教諭

職　員

学　生

大学教員

京都教育大学におけるコンプライアンス教育・啓発活動・研究倫理教育実施計画

対　象　者

構成員
共　通

◆ポスター掲示
◆「京都教育大学研究者行動規範」「公的研究費の適正な取扱いに関する規程」「研究活動の不正行為の防止等に関する規程」の周知（ホームページ掲載）
◆「公的研究費の不正使用・研究活動の不正行為防止ハンドブック」「大学教員経費の使用の手引き」の周知（学内ホームページ掲載）

役　員

●コンプライアンス研修・研究倫理研修（日本学術振興会 研究倫理eラーニングコース（e-Learning Course on Research Ethics）[eL CoRE]）

※採用時及び３年に１回受講

●コンプライアンス研修・研究倫理研修（日本学術振興会 研究倫理eラーニングコース（e-Learning Course on Research Ethics）[eL CoRE]）

※採用時及び３年に１回受講

◆謝金業務に従事する学生に対して謝金業務のルールや注意点を説明

◆旅費の支給を受ける学生に対して旅費制度のルールに関する説明

※対象者へ随時。

●コンプライアンス研修・研究倫理研修（日本学術振興会 研究倫理eラーニングコース（e-Learning Course on Research Ethics）[eL CoRE]）

※３年に１回受講


